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の
議
会
本

ら
か
問
質
表
代

　
　
　
土
砂
災
害
の
未
然
防
止
や
被
害

　
　
　
軽
減
の
た
め
の
補
助
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
の
指
定
拡
大
に
向
け
て
は
、
地
域

住
民
と
連
携
し
、
避
難
計
画
の
策
定
に

尽
力
す
べ
き
。
国
が
本
年
４
月
に
避
難

勧
告
に
関
す
る
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
出
し
た
が
、
本
市
で
は
対
応
し
て
い

る
の
か
。
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
総
合
的

な
治
水
・
浸
水
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
新
た
な
教
育
委
員
会
制
度
に
お

　
　
　
い
て
、
開
か
れ
た
教
育
行
政
、

学
校
づ
く
り
の
推
進
が
課
題
と
な
る
中
、

本
市
の
教
育
の
成
果
と
今
後
の
取
組
は
、

一
層
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。

「
京
都
方
式
」
の
学
校
運
営
協
議
会
を

核
と
し
た
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
更

な
る
推
進
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
支
援

　
　
　

措
置
を
研
究
し
、
国
に
も
要
望

し
て
い
く
。
警
戒
区
域
の
指
定
は
府
の

責
任
で
行
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
地
域
団

体
等
と
連
携
し
、
様
々
な
取
組
を
実
施

す
る
こ
と
で
指
定
拡
大
を
促
す
。
ま
た
、

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
避
難
勧

告
等
の
発
令
基
準
を
見
直
す
。
治
水
・

浸
水
対
策
と
し
て
は
、
河
川
等
に
対
策
を

講
じ
、
「
雨
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画
」
を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
。

局
地
豪
雨
対
策

富きくお
議員

（山科区）

山本恵一
議員
（北区）

　
　
　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
高
齢
者
に

　
　
　
対
応
す
る
た
め
、
府
や
府
警
を

中
心
に
、
行
方
不
明
者
が
出
た
と
き
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
進

ん
で
い
る
と
聞
く
。
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
市
や
関
係
機
関
が
連
携
し
、
認
知

症
や
徘
徊
に
対
す
る
普
及
啓
発
を
含
め

た
対
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
市

の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
模
擬

　
　
　

訓
練
等
、
地
域
で
の
先
進
的
事

例
を
支
援
し
、
成
果
事
例
集
と
し
て
周

知
す
る
等
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
認
知
症
あ
ん

し
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
等
に
よ
り
、

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
を
市
民
に
広

め
る
。
府
警
と
も
連
携
し
、
市
域
を
越

え
た
広
域
連
携
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
整

備
に
着
手
し
て
お
り
、
本
市
で
も
有
効

に
機
能
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

認
知
症・徘
徊
へ
の
対
策
の
強
化

戒
区
域
を
早
急
に
指
定
す
る
と
と
も

に
、
内
水
氾
濫
対
策
等
に
取
り
組
む
べ

き
。
京
北
周
山
町
の
被
害
の
検
証
は
早

急
に
行
い
、
排
水
機
能
強
化
等
の
対
策

が
必
要
だ
。
豪
雨
に
よ
る
農
業
被
害
に

対
し
て
も
、
農
家
等
へ
の
補
助
率
を
上

げ
、
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

烏
丸
線
に
導
入
す
る
可
動
式
ホ

　
　
　

ー
ム
柵
に
は
、
お
客
様
の
挟
み

込
み
を
防
止
す
る
最
新
式
の
立
体
検
知

セ
ン
サ
ー
な
ど
の
設
備
を
設
置
し
、
安

全
な
運
用
を
図
る
。
ま
た
、
研
修
所
内

に
、
今
回
整
備
す
る
可
動
式
ホ
ー
ム
柵

と
同
様
の
設
備
を
設
置
し
、
乗
務
員
や

駅
職
員
に
扉
の
開
閉
操
作
等
の
研
修
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
烏
丸
御
池

駅
で
の
安
全
な
運
用
実
績
を
積
み
重
ね
、

来
年
度
に
は
、
四
条
駅
、
京
都
駅
の
順

に
整
備
を
進
め
る
。

全
対
策
と
し
て
非
常
に
有
効
だ
が
、
柵

の
開
閉
は
運
転
乗
務
員
が
手
動
で
行
う

と
聞
く
。
運
用
時
の
安
全
確
保
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
来
年

１
月
に
烏
丸
御
池
駅
に
設
置
し
た
後
、

四
条
駅
、
京
都
駅
へ
と
順
次
設
置
し
て

い
く
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

（
烏
丸
御
池
駅
へ
の
設
置
は
、後
に
、12
月
20
日

に
前
倒
し
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。）

　
　
　
地
下
鉄
烏
丸
線
の
可
動
式
ホ
ー

　
　
　
ム
柵
の
整
備
は
、
ホ
ー
ム
の
安

地
下
鉄
烏
丸
線
の

可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の

安
全
確
保
と
今
後
の
設
置
計
画

　
　
　

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
校
は
、

　
　
　

全
国
最
多
の
215
校
を
数
え
、
小

学
校
で
は
本
年
度
中
に
全
校
設
置
を
予

定
す
る
。
さ
ら
に
、
中
学
校
へ
の
設
置

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
小
中
合
同
の

学
校
運
営
協
議
会
の
拡
大
を
進
め
、
家

庭
で
の
実
践
項
目
を
示
し
た
中
学
校
区

版
「
家
庭
教
育
の
手
引
」
の
策
定
や
、

中
学
校
区
単
位
で
活
躍
い
た
だ
く
「
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
登
録
制
度
」
の

創
設
等
も
進
め
る
。
今
後
も
京
都
な
ら

で
は
の
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
、
成
果
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

　
　
　
木
材
価
格
と
木
材
需
要
の
低
迷

　
　
　
に
よ
り
、
昭
和
50
年
代
以
降
、

山
に
十
分
な
人
手
が
入
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
山
を
元
気
に
す
る
た
め

に
は
、
京
都
ら
し
い
取
組
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
京
都
の
特
性
を
い
か
し
た
多

様
な
木
材
活
用
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

今
後
、
木
材
の
需
要
拡
大
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　

公
共
土
木
工
事
で
の
活
用
等
、

　
　
　

市
が
率
先
し
て
市
内
産
木
材
の

利
用
拡
大
に
努
め
る
一
方
、
民
間
の
需

要
拡
大
を
図
る
た
め
、
２
千
平
米
以
上

の
建
築
物
へ
の
市
内
産
木
材
の
利
用
の

義
務
付
け
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
木

材
の
新
た
な
活
用
用
途
と
し
て
は
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
検
討
を
始
め
て

い
る
。
今
後
、
質
の
高
い
建
築
用
材
か

ら
未
利
用
間
伐
材
等
に
至
る
ま
で
総
合

的
な
木
材
需
要
を
喚
起
し
、
京
都
の
特

性
に
合
っ
た
林
業
の
活
性
化
を
図
る
。

京
都
市
内
産
木
材
需
要
の
拡
大

さ
れ
る
と
聞
く
。
憲
章
の
素
案
に
お
い

て
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
人
と

動
物
が
共
に
暮
ら
す
う
る
お
い
の
あ
る

豊
か
な
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
犬

猫
の
ふ
ん
尿
被
害
に
限
ら
ず
、
動
物
に

よ
る
迷
惑
行
為
を
幅
広
く
対
象
と
し
た

条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

憲
章
の
素
案
で
は
、
動
物
の
飼
い

　
　
　

主
に
高
い
モ
ラ
ル
と
規
範
意
識

を
求
め
、
具
体
的
な
取
組
例
を
記
載
す

る
が
、
法
規
範
と
し
て
の
性
質
は
な
い

も
の
と
し
て
い
る
。
犬
猫
の
ふ
ん
尿
放

置
に
つ
い
て
は
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
、
憲
章
と
は
別
に
具
体
的
な

ル
ー
ル
を
示
し
た
条
例
が
必
要
と
の
結

論
に
至
っ
た
。
ふ
ん
尿
回
収
義
務
を
含

め
、
人
が
動
物
を
通
じ
て
他
人
に
迷
惑

を
掛
け
る
こ
と
を
抑
止
す
る
実
効
性
の
あ

る
条
例
の
本
年
度
内
の
制
定
を
目
指
す
。

　
　
　
「
京
都
動
物
愛
護
憲
章
」
が
府

　
　
　
市
協
調
に
よ
り
年
内
に
は
制
定

動
物
愛
護
の
取
組
田中明秀
議員

（西京区）

ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
招
致

さくらい泰広
議員

（左京区）

に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
今
後
も
オ
ー

ル
京
都
で
招
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

西
京
極
陸
上
競
技
場
兼
球
技
場

　
　
　

の
府
市
協
調
に
よ
る
計
画
的
な

改
修
に
向
け
、
今
年
度
、
基
本
設
計
に

着
手
し
た
。
招
致
実
現
後
は
、
仮
設
ス

タ
ン
ド
の
増
設
な
ど
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
開
催
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
に
す
る
。

ラ
グ
ビ
ー
に
ゆ
か
り
が
深
い
京
都
で
の

開
催
は
意
義
深
く
、
京
都
の
都
市
格
向

上
や
経
済
活
性
化
、
日
本
文
化
の
発
信

　
　
　
平
成
31
年
に
開
催
さ
れ
る
ラ
グ

　
　
　
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
西
京

極
へ
の
招
致
に
向
け
、
府
市
協
調
に
よ

る
取
組
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
仮
設
ス

タ
ン
ド
の
設
置
等
、
具
体
的
に
ど
う
計

画
し
、
招
致
に
結
び
付
け
て
い
く
の

か
。
あ
わ
せ
て
、
観
光
・
歴
史
・
文
化

都
市
で
あ
り
、
関
西
ラ
グ
ビ
ー
発
祥
の

地
で
あ
る
本
市
で
開
催
さ
れ
る
意
義
と

招
致
へ
の
決
意
を
伺
い
た
い
。

自
民
党

共
産
党

　
　
　

京
都
駅
ル
ー
ト
は
、
東
京
一
極

　
　
　

集
中
を
打
破
し
、
京
都
や
西
日

本
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
駅
舎
の
設
置
に
地
元

負
担
を
求
め
て
い
な
い
。
国
に
は
京
都

駅
ル
ー
ト
の
経
済
効
果
を
示
し
、
公
正

で
開
か
れ
た
国
民
的
議
論
を
通
じ
て
の

ル
ー
ト
決
定
を
求
め
て
い
る
。
今
後
と

も
、
京
都
駅
ル
ー
ト
を
市
民
ぐ
る
み
で

国
に
求
め
て
い
く
。

　
　
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
誘
致
に

　
　
　
よ
り
、
新
た
な
都
市
開
発
や
高

級
ホ
テ
ル
誘
致
等
を
狙
う
手
法
は
、
本

来
の
経
済
政
策
を
横
に
置
き
、
地
場
の

旅
館
等
の
観
光
産
業
を
切
り
捨
て
る
こ

と
に
な
る
。
京
都
駅
誘
致
に
よ
る
多
額

の
地
元
負
担
も
想
定
さ
れ
る
。
市
は
経

済
効
果
が
あ
る
と
い
う
が
、
国
か
ら
は
、

京
都
駅
ル
ー
ト
の
経
済
波
及
効
果
の
試

算
を
検
討
し
た
こ
と
も
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
誘
致
運
動
の
中
止
を
求
め
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
誘
致
の
中
止

井坂博文
議員
（北区）

　
　
　
先
般
制
定
さ
れ
た
小
規
模
企
業

　
　
　
振
興
基
本
法
に
基
づ
き
、
本
市

の
中
小
企
業
、
及
び
家
族
経
営
・
自
営

業
者
等
へ
の
支
援
策
を
具
体
化
す
べ

き
。
税
制
や
金
融
、
大
型
店
に
よ
る
影

響
な
ど
、
中
小
企
業
・
自
営
業
等
の
実

態
と
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を

実
施
し
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
求
め

る
。
政
府
が
外
形
標
準
課
税
の
中
小
企

業
へ
の
適
用
を
計
画
し
て
い
る
が
、
反

対
の
声
を
上
げ
る
べ
き
。

　
　
　

従
来
、
800
社
を
対
象
と
し
た
四

　
　
　

半
期
ご
と
の
景
況
調
査
等
に
よ

り
現
状
を
把
握
し
、
中
小
企
業
へ
の
成

長
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後

も
、
同
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
経
済
団

体
等
と
の
オ
ー
ル
京
都
体
制
で
、
支
援

に
取
り
組
む
。
国
で
は
中
小
企
業
に
対

す
る
税
制
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
影
響
を
引
き
続
き
注
視

し
、必
要
に
応
じ
て
国
に
配
慮
を
求
め
る
。

中
小
・
零
細
企
業
へ
の
支
援
策

民
主
・
都

　
　
　
自
主
避
難
へ
の
対
応
等
に
重
要

　
　
　
な
役
割
を
担
う
自
主
防
災
会
等

に
対
し
て
、
豪
雨
時
に
ど
の
よ
う
な
情

報
を
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
砂
防
え
ん
堤
は
、
府
の
管

理
で
あ
る
が
、
市
で
状
況
を
把
握
し
、

機
能
上
課
題
が
あ
る
場
合
は
府
に
是
正

を
求
め
、
府
市
協
調
で
二
次
災
害
防
止

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

豪
雨
へ
の
備
え

隠塚功
議員

（左京区）

山本ひろふみ
議員

（伏見区）

公
明
党

　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

　
　
　
づ
き
来
年
４
月
か
ら
開
始
す
る

新
制
度
に
お
い
て
、
女
性
の
社
会
進
出

を
応
援
す
る
意
味
か
ら
も
、
保
育
所
入

所
基
準
へ
の
点
数
制
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
。
従
来
の
ひ
と
り
親
家

庭
等
の
優
先
基
準
に
加
え
、
兄
弟
姉
妹

が
で
き
る
だ
け
同
じ
保
育
所
に
入
所
で

き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
入
所
基
準
の
制

度
化
を
求
め
る
。

保
育
所
入
所
選
考
基
準
の
改
善

大道義知
議員
（南区）

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
増
員
と
児
童
相
談
所
と
の
連
携

促
進
を
図
り
、
施
策
の
効
果
等
を
共
有

で
き
る
取
組
の
推
進
を
望
む
。
あ
わ
せ

て
、
児
童
相
談
所
職
員
の
研
修
体
制
の

充
実
と
、
特
に
性
暴
力
被
害
児
童
に
対

す
る
専
門
的
な
面
接
を
実
施
す
る
た
め

の
支
援
策
を
求
め
る
。

　
　
　

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
に
は
、社

　
　
　

会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
環
境

が
必
要
で
あ
る
。
現
在
策
定
中
の
次
期

「
京
都
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
で
重
点
課
題

と
し
て
掲
げ
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
増
員

し
、
専
門
性
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
教

員
用
指
導
資
料
を
作
成
す
る
。
相
談
所

職
員
に
は
専
門
性
を
高
め
る
研
修
を
行
い
、

今
後
、
性
的
虐
待
に
対
す
る
対
応
手
順

や
面
接
体
制
等
の
指
針
を
策
定
す
る
。

を
選
択
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も

に
、
安
心
し
て
幼
児
教
育
・
保
育
を
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
め
て
い
く
。

　
　
　

「
き
ょ
う
だ
い
」
が
同
じ
保
育

　
　
　

所
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
場
合

の
配
慮
は
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
た
が
、

保
育
の
必
要
性
を
数
値
化
す
る
点
数
制

を
導
入
し
、
点
数
を
加
点
す
る
こ
と

で
、
よ
り
配
慮
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。
新
制
度
の
施
行
に
向
け
て
、
保

護
者
が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
・
事
業

　
　
　
本
市
の
児
童
虐
待
に
対
す
る
認

　
　
　
識
と
取
組
姿
勢
を
聞
き
た
い
。

児
童
虐
待
対
策
の
強
化
青木よしか

議員
（右京区）

　
　
　
非
常
に
強
い
局
地
的
な
集
中
豪

　
　
　
雨
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
た
、

緊
急
か
つ
短
期
的
な
浸
水
対
策
を
ど
の

よ
う
に
講
じ
て
い
く
の
か
。ま
た
、京
都

御
苑
南
側
の
浸
水
被
害
に
つ
い
て
は
、

御
苑
の
落
ち
葉
が
側
溝
の
蓋
を
塞
い
だ

こ
と
や
御
苑
内
か
ら
の
雨
水
の
排
出
が

浸
水
の
一
因
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

御
苑
を
管
理
す
る
環
境
省
と
の
連
携
が

不
可
欠
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　

集
中
豪
雨
の
浸
水
対
策
と
し
て
、

　
　
　

下
水
道
へ
の
雨
水
の
取
込
み
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
雨
水
ま
す
や

側
溝
の
増
設
、
改
良
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
く
。
ま
た
、
御
苑
南
側
の
浸
水

対
策
に
つ
い
て
は
、
京
都
御
苑
管
理
事

務
所
に
対
し
て
、
豪
雨
の
際
に
は
間
之

町
口
に
整
備
さ
れ
て
い
る
止
水
板
を
取

り
付
け
る
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
同
事

務
所
に
お
い
て
も
、
御
苑
内
か
ら
の
雨

水
排
出
の
抑
制
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

中
京
区
等
に
お
け
る

集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
対
策

青野仁志
議員

（中京区）

者
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
の

下
、
山
科
区
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
維
持
・
向
上
に
向
け
、
新
た
な
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　

小
金
塚
地
域
に
つ
い
て
は
、
バ

　
　
　

ス
運
行
の
前
提
と
な
る
道
路
移

管
を
地
元
と
連
携
し
て
進
め
、
早
期
の

バ
ス
運
行
の
実
現
を
目
指
す
。
鏡
山
循

環
系
統
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
本
格
運
行

の
実
現
に
向
け
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
に
よ
る
地
域
で
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
同
協

議
会
を
中
心
に
地
元
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
交
通
手
段
の
検
討
を
進
め
る
。

久保勝信
議員

（山科区）

　
　
　
生
活
交
通
の
維
持
・
充
実
の
た

　
　
　
め
に
は
、
関
係
機
関
の
連
携
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
小
金
塚
地
域
や
鏡

山
学
区
の
課
題
解
決
の
取
組
と
並
行
し

て
、
山
科
区
公
共
交
通
利
用
促
進
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
や
交
通
事
業

山
科
区
の
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持・向
上

※

「
京
都
方
式
」の
学
校
運
営
協
議
会

学
校
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
を
得

て
、
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
共
に

考
え
、
行
動
す
る
「
京
都
方
式
」
の
学
校

運
営
協
議
会
の
あ
り
方
は
、
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
。

※

多
メ
デ
ィ
ア
一
斉
送
信
シ
ス
テ
ム

市
が
自
主
防
災
会
な
ど
を
対
象
に
運
用
し
て

い
る
災
害
情
報
伝
達
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
。

※

Ｓ
Ｎ
Ｓ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
略
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
促
進
・

サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
が
有
名
。

※

エ
リ
ア
メ
ー
ル

緊
急
地
震
速
報
や
災
害
情
報
な
ど
を
対
象
エ

リ
ア
に
い
る
利
用
者
に
限
定
し
て
配
信
す
る

携
帯
電
話
向
け
サ
ー
ビ
ス
。

用
語
解
説

　
　
　

土
砂
災
害
防
止
の
た
め
の
ワ
ー

　
　
　

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
下
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
の
早
期
の
指
定
拡
大

に
努
め
る
。
内
水
氾
濫
に
は
、
下
水
道

幹
線
に
お
け
る
空
気
抜
き
設
備
の
設
置

等
の
対
策
を
進
め
る
。
京
北
の
浸
水
対

策
は
急
務
で
あ
り
、
原
因
を
検
証
し
再

発
防
止
に
取
り
組
む
。
農
業
被
害
に

は
、
本
市
独
自
の
支
援
策
に
更
な
る
補

助
率
の
上
乗
せ
を
講
じ
る
な
ど
、
支
援

に
万
全
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

鏡山循環系統バス
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※

　
　
　

８
月
の
豪
雨
時
に
自
主
防
災
会

　
　
　

に
提
供
し
た
情
報
は
、
浸
水
の

危
険
性
を
判
断
し
、
自
主
避
難
を
行
う

も
の
と
し
て
不
十
分
で
あ
っ
た
。
今
後

は
多
メ
デ
ィ
ア
一
斉
送
信
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
河
川
水
位
と
連
動
し
た
避
難

判
断
の
基
準
等
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
伝
え
る
。
砂
防
え
ん
堤
の
被
害
状

況
等
を
把
握
し
、
府
に
対
策
を
強
く
求

め
る
一
方
、
土
木
事
務
所
等
で
把
握
し

※

井上けんじ
議員
（南区）

そ
の
他
の
質
問
議
員村山祥栄

議員
（左京区）

江村理紗
議員

（右京区）

　
　
　

市
内
を
６
地
区
に
分
け
、
浸
水

　
　
　

被
害
が
あ
っ
た
箇
所
に
関
す
る

個
別
の
台
帳
を
作
成
し
、
実
情
に
応
じ

た
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
府

と
雨
水
幹
線
整
備
で
連
携
を
取
る
な

ど
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
浸
水

対
策
を
進
め
て
い
る
。
緊
急
時
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
緊
急

情
報
を
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

同
時
配
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
中

で
あ
り
、今
年
度
中
に
運
用
を
開
始
す
る
。

※

浸
水
対
策
と
緊
急
時
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
対
応

佐々木たかし
議員

（中京区）

　
　
　
水
害
が
発
生
し
や
す
い
市
内
の

　
　
　
危
険
箇
所
を
改
め
て
抽
出
し
、

府
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
そ
の

箇
所
に
応
じ
た
物
理
的
な
対
策
を
早
急

に
求
め
る
。
ま
た
、
８
月
の
集
中
豪
雨

時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
な
か

っ
た
。
非
常
時
に
お
け
る
情
報
発
信
手

段
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

非
常
時
の
適
切
な
行
動
を
促
し
、
二
次

災
害
を
防
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

※

　
　
　
８
月
の
台
風
豪
雨
災
害
で
発
生

　
　
　
し
た
土
砂
災
害
箇
所
等
を
総
点

検
し
、
府
に
働
き
掛
け
、
土
砂
災
害
警

防
災
対
策
と
豪
雨
災
害
に

対
す
る
復
旧
支
援 西村善美

議員
（右京区）

た
府
管
理
施
設
に
関
す
る
情
報
も
迅
速

に
府
へ
伝
え
、
緊
密
な
連
携
を
図
る
。

京
都
党

　
９
月
29
日・30
日
の
本
会
議
で
は
次
の
16
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し

て
、市
政
の
各
般
に
わ
た
っ
て
市
長
や
関
係
理
事
者（
説
明
者
と
し
て
出
席
す

る
市
の
行
政
を
執
行
す
る
人
）に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
、共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

民
主
・
都
＝
民
主
・
都
み
ら
い
京
都
市
会
議
員
団
、公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団

京
都
党
＝
地
域
政
党
京
都
党
京
都
市
会
議
員
団

本
会
議
の
代
表
質
問
か
ら多メディア一斉送信システムの
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